
去る 3 月 11 日に起きた東日本大震災で東北地方は大変な被害を受けました。東北地方には大変おいしい酒と美味な料理が多数あ

ります。これらは生産者の多大な尽力の賜物です。パーキンエルマージャパンでは復興支援の一環として今回、東北地方名産の中

から日本酒のおいしさについて、クロマトグラファーの観点よりコラムを執筆させていただきます。

日本酒の香味について　香味の評価項目
・日本酒度1)

    甘辛を知るための目安となる数値で、水の比重をゼロ（±0）としたとき、酒の比重はいくらであるかを数値化したものです。
   糖分を中心とするエキス分が多い酒ほど重くなりマイナス（－）に、エキス分が少ない酒ほど軽くなりプラス（＋）に傾きま
   す。日本酒度の数字が小さいほど濃醇で甘く、プラスの数字が大きいほど淡麗で辛い傾向にあるといわれます。しかし甘辛の
   感じ方は、日本酒度だけでなく酸度にも影響され、そのバランスによって微妙に異なります。
・酸度1)

   酒の味に酸味や旨味をもたらす有機酸（乳酸、コハク酸、リンゴ酸など）の量を相対的にあらわす数値です。日本酒度が同じ
   酒で比べると、酸度が高いと甘味が打ち消され辛くて濃厚で、逆に酸度が低いと甘くて淡麗に感じます。
・苦味2)はチロソール等の芳香族アルコールによってもたらされています。
・また、芳香族アルコールは後味に影響する成分であると言われています。

パーキンエルマージャパン社員による官能試験結果

20代～ 40 代の幅広い年齢層の男女社員 17 人において実際
に日本酒を試飲する官能試験を行いました。評価項目は辛さ
・コク・苦さの 3項目について 5段階評価を行いその集計結
果を下記に示します。本集計結果において各日本酒での評価
の最大値と最小値の各N=1 について除外しており、N=15 の
集計結果をまとめました。

評価の平均値(N=15)

官能試験による日本酒度、酸度の数値

銘柄 日本酒度 酸度

銘柄T 1 1.7

銘柄A 4 1.3

銘柄O 2 1.4

銘柄M 3 1.5

辛さ , 甘さについては、日本酒度の最も低い銘柄 Tが官能試験でも最も甘いと評価され
ています。また、コクについては官能試験をしていただいた皆さんの舌に感心しまし
た。酸度の値とドンピシャの官能試験結果となっていました。残念ながらHPLC の分析
結果と酸度 &官能試験はすばり一致しませんでしたが、HPLC で測定した有機酸量が最
も多い銘柄 T( 秋田 ) は官能試験でも一番コクがあるという結果になっていました。
芳香族アルコールについてはHPLC による分析では値の差が出ましたが、官能試験では
どの銘柄も差がない結果となっていました。官能試験で評価していないHPLC 分析で高
いチロソール量となった銘柄U( 宮城県 ) を含めて、機会があれば再度官能試験を行っ
てみたいと思います。
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日本酒のおいしさ
株式会社パーキンエルマージャパン
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分析結果 -芳香族アルコール

分析結果 -有機酸

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

9000

10000

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

9000

10000

銘柄A（福島）

Total

Total

銘柄O（宮城）

銘柄T（秋田）

Total

銘柄M（茨城）

Total

乳酸 ピログルタミン酸

リンゴ酸 ビルビン酸 クエン酸 フマル酸 コハク酸

乳酸 ピログルタミン酸

リンゴ酸 ビルビン酸 クエン酸 フマル酸 コハク酸

乳酸 ピログルタミン酸

リンゴ酸 ビルビン酸 クエン酸 フマル酸 コハク酸

乳酸 ピログルタミン酸

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

9000

10000

リンゴ酸 ビルビン酸 クエン酸 フマル酸 コハク酸
0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

9000

10000

(ng/60μL)

(ng/60μL)

(ng/60μL)

(ng/60μL)

Copyright 2011 PerkinElmer Japan Co., Ltd. 

Flexar™ 液体クロマトグラフ
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日本酒中の有機酸分析：銘柄 A（福島県）

2‐フェニルエチル
アルコール

トリプト
フォール
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リンゴ酸 ピルビン酸

乳酸

<サンプル調整条件>
1. 日本酒原液1mlにアセトン9ml添加
2. 13mm/0.45μmフィルターでろ過
3. サンプル8ml溶液をN2パージして乾固後超純水4mlで希釈
4. アニオン交換SPEで有機酸を濃縮した後、0.1N HCLで

溶出させたサンプルを試料溶液とした

<分析条件>
1. 移動相

A液: リン酸バッファー, pH2.8
B液: アセトニトリル/水=80/20

2. グラジエント
B液: 0min(0%)→12.4min(0%)→14.8min(70%)→

17.2min(0%)→30.0min(0%)       
3. 流速：0.75ml/min
4. 検出：UV 210nm
5. 注入量：60μL
6. カラム温度：40℃
7. カラム：Mightysil RP-18GP Aqua 3.0μm 4.6x200mm
8. 装置：PerkinElmer Flexar LC  
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